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9 月27日 大阪一上海 (新垂文化庁派遣員合流)-北京一烏魯木斉
28日 新蛮文物考古研究所 (日中双方最終打合せ) 新聞発表 新蛮人民政府歓迎宴
29日 新彊博物館調査
ウ ル ム チ ホータン ホ-ケン
30日 烏魯木斉一和田 和田文管所収蔵品調査 先発隊合流 衣料などの贈呈
ホータン ミンフン












ホータン ウ ル ム チ
10日 和田一烏魯木井
目 日 新蛮人民政府 ･文化庁報告 答礼宴
ウ ル ム チ










カ/ユカル ヤルカント ホ-タン ケ リ ヤ ミンフン チェルナェン チャルクリク ミー ラン
西から主要な町をあげると､暗什､渉車､和田､千田､民豊､且 末､若 美､米蘭が位置する｡天山北
路と天山南路の両シルクロー ドを西から東にたどっていくとトルファンで一緒になり､さらに西に進め
ミンフン ホータン ニ ヤ
ば敦燈付近で西域南道と合流する｡民豊は和田から約300kmほどの距離にあるが､ここが尼雅遺跡の入
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邪魔にならないように空港ロビーの一隅にまとめて置いていた荷物の置き場代金まで請求されたと聞き､











ウ ル ム チ ウ ル ム チ
で烏魯木斉行きに乗り換える｡北京を1卵寺10分に発って烏魯木斉に着いたのが23時05分｡空港には新彊
文物考古研究所の人々が迎えにきてくれていた｡迎えのトラックに荷物を積み､我々はマイクロバスに






















































ニ ヤ ニ ヤ
跡ならびに尼雅遺跡の出土品を見学した｡同文管所では尼雅遺跡の出土品として木鋤､掛矢､木柱頭､
木彫 件､彫刻木柱､軌 火費目､帯耳木杯､木杯､木盆､木椀､刀鞘､木案､杭了､木椀､木勺､別
布刀､紡錘用材､ 緩杵子､ 布机具､紡東揺把､紡錘車､木簡､衆枢 (木棺)などの木製品を多数見学
ホータン
した｡その後､和田賓館に戻り､1那寺30分より同館で夕食を兼ねて歓迎の宴が開かれた｡羊の頭をはじ
ホ-タン ウ ル ム チ
め盛りだくさんの和田料理が三つのテーブルに運ばれ､美しい烏魯木斉女性が宴を盛り上げる｡彫りが
ウ ル ム チ
深く､アジア人でありながら西洋人のようなマスクである｡後で聞いたところでは烏魯木斉市では9割
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5.おわりに






















2)長沢和俊編 :大谷探検隊 シルクロー ド探検､白水社､1978
3)井上 靖 ･長沢和俊 ･NHK取材班 :NHKシルクロー ド 第4巻 流砂の道､日本放送出版協会､
1988
4)井上 靖 :シルクロー ド紀行 上 ･下､岩波書店､1993
5)玄契著 水谷真成訳 :大唐西域記 中国古典文学大系 22､平凡社､1971
6) 日中共同尼雅遺跡学術調査報告書第二巻 本文編､日中共同二ヤ遺跡学術調査隊,177-183,1999
-12-
